
補助事業概要の広報資料 

 

補助事業番号 23-4-042 

補助事業名 平成23年度 （復興支援）被災地域の記録、調査活動 

補助事業者名 一般社団法人 難病の子どもとその家族へ夢を 

 

１．補助事業の概要 

（１）事業の目的 

   被災地の難病と闘う子どもとその家族を対象とした生活支援を目的とした調査

活動を行い、もって東日本大震災の復興に寄与する。 

 

（２）実施内容 

   地域の NPO 職員、児童教育専門家、PTSD（心的外傷後ストレス障害）の専門家等

を交え、調査に当たり、生活支援として、より今後につながる調査として、どんな

設定、質問が必要か細かく討議する専門委員会の開催 計 3 回、難病を持つ子ども、

その家族に対して、震災時にどんな不安や問題を抱えたか、どんなサービス、生活 

   支援が必要か、更には仮設住宅で抱えている問題点などを調査していった。特に、

被災地で難病を闘うことで見えてきた課題等をお話ししていただくヒアリング調査

とアンケート調査を計５回実施、実際に障害や難病と闘う家族も講演者として関わ

っていただく場を作り、その実態、ニーズ、思いを語っていただくことと、被災地

における支援のあり方についての講演及び、シンポジウムという形で広く多くの人

たちが共感できる環境を提供していく講演会を１回実施した。 

詳細は、以下の通り。 

 

ア． 専門委員会の開催 計 3 回  

平成 24 年 2 月 24 日、3 月 7 日、3 月 21 日 

宮城県立こども病院 1 回 2 時間程度  

 参加人数 計 5 名 参加者 病院関係者、地域の NPO 職員、児童教育専門家 

 

 

    

http://www.google.co.jp/imgres?hl=ja&sa=X&rlz=1T4SNJB_jaJP451JP451&biw=1346&bih=593&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=_glJAIMjiCS9DM:&imgrefurl=http://azalea-4.blog.so-net.ne.jp/2008-12-13&docid=Tg-sMsTLxDLjxM&imgurl=http://azalea-4.blog.so-net.ne.jp/_images/blog/_724/azalea-4/E68993E381A1E59088E3828FE3819B.JPG&w=400&h=300&ei=4D0gUPOgOuj7mAWv-YDwDQ&zoom=1&iact=hc&vpx=111&vpy=2&dur=6556&hovh=194&hovw=259&tx=153&ty=95&sig=111959968704430198308&page=1&tbnh=124&tbnw=164&start=0&ndsp=19&ved=1t:429,r:0,s:0,i:71


イ． ヒアリング調査とアンケート調査 計５回実施  

 1 回目 平成 24 年 3 月 1 日、2 日 2 回目 3 月 5 日、6 日  

 3 回目 3 月 12 日、13 日 4 回目 3 月 20 日、21 日、5 回目 3 月 24 日 

  仙台市、石巻市、南三陸町、東松島市、塩釜市  

ヒアリング 20 家族、関係者計のべ４5 名、アンケート調査計 160 名 

（アンケートは、一部、質問紙票による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ．講演会の開催 １回 大阪にて開催  

 「被災地で見えてきたこどもたちの姿と支援者の果たす役割について」 

  ここねっと代表 佐藤秀明氏（仙台市） 

      

 「難病の子どもとその家族から伝えたいこと」 

       難病と闘う家族代表 松岡辰夫氏（石巻市） 中島健一氏（神戸市） 

当法人代表 大住 力 ここねっと代表 佐藤秀明氏（仙台市） 

 

パネリスト 3 名、参加者 約 110 名 

  平成 24 年 3 月 10 日 國民會館武藤記念ホール開演／13:00 終演／１5:00 

 

    

 

 

 



２．予想される事業実施効果 

専門委員会の開催によって、調査をする為だけではなく、調査を通して、今後、どう

実践や活動を展開していかれるかについても連携をした病院や団体と、複合横断的に

話をしていく良い機会を創出し、今後の新たな活動を展開していくネットワークが構

築することが可能とされる。 

   ヒアリング調査で被災地に出向くことによって、被災地で難病と闘うご家族はもちろ

んのこと、家族以外にも、地域の方や高齢者、１０代後半の青年たちにも話を伺う機

会を創出するなど、新たな調査の可能性を見出し、真の思いを引き出すことができる。 

   講演会の開催を被災地以外で実施することで、生の声を一般市民が傾聴する機会が得

られ、そこでの体験談、教訓を自身の今後の為に活かすことができる。また、実際に、 

   被災地で難病と闘う家族のエピソードなどを子ども達に聞かせる場の提供や今後の

災害時マニュアルなどにも活かすことも可能となる。 

  

３．本事業により作成した印刷物 

  平成 23 年度復興支援被災地域の記録・調査活動―被災地の難病と闘う家族の生活

支援調査 報告書 

    報告記事 http://d.hatena.ne.jp/yumewo-h/20120331 

４．事業内容についての問い合せ 

団 体 名：一般社団法人 難病の子どもとその家族へ夢を 

住 所：104-0042 

東京都中央区入船2-9-10 五條ビル3-B 

代表者名：会長  大住 力（オオスミ リキ） 

担当者名：金澤隆司（カナザワ リュウジ） 

電話番号：03-6280-3214 

F A X：03-6280-3215 

E - m a i l： info@yumewo.org 

U R L： http://www.yumewo.org/ 

 

 

http://d.hatena.ne.jp/yumewo-h/20120331

